
【幼児期に大切な３つのポイント】
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遊びを通じた子どもとのコミュニケーション

を大切にしましょう。

お子さんとただ一緒にいれば、触れ合いができているというわけではありません。テレビや携帯

電話から離れて、「心」から、お子さんと向き合う時間を作りましょう。

目と目を合わせる、体と体を触れ合わせる、その積み重ねが愛情と信頼を生みます。絵本の「読

み聞かせ」などの遊びを通じて、子どもと向かい合うことによって、親子の信頼関係ができてきま

す。親子の信頼関係は、その後の人間関係の出発点となるとても大切なものです。

(こんなことをして子どもと向き合ってみましょう)

○ おんぶ、抱っこ、ボール遊び、手遊び

○ 子どもとのおしゃべり

自分のことは自分でできるよう、一緒にやりながら教えましょう。

多少時間がかかっても、上手にできなくても、自分のことは自分でやらせてみて、ほめてあげる

ことが大切です。「自分でできる」という気持ちをはぐくむことが、新しいことにチャレンジしてい

く気持ちにつながります。

また、この時期は、個人差が大きくある時期です。その子のペースに合わせて、他の子と比べた

りせず、できるまでのんびり待ってあげることも大切です。

(こんなことからやらせてみましょう)

○ 洗面、歯磨き、手洗い

○ お箸

○ お片づけ

○ 着替え

親子で絵本を楽しみましょう

「自分でできる」をはぐくみましょう


